
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 64,578 103.7% 707,587 101.9% 60,307 98.0% 57,248 103.9% 59,086 105.8%

(2) 処理羽数 63,930 101.3% 670,768 101.5% 54,660 100.8% 54,912 106.1% 58,959 103.5%

処理重量 191.9 103.5% 1,990.6 102.3% 160.9 101.3% 161.0 105.9% 173.6 103.3%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

50.0 45.3 110.3 34.2 33.4 102.4 84.2 78.7 107.0 59.4 40.6

57.2 47.5 120.4 39.0 36.1 108.1 96.2 83.6 115.1 59.5 40.5

39.0 41.8 93.4 37.1 34.9 106.2 76.1 76.7 99.2 51.3 48.7

(2) 41.6 41.8 99.6 37.8 37.5 100.7 79.3 79.3 100.1 52.4 47.6

529.4 475.1 111.4 406.1 412.6 98.4 935.5 887.7 105.4 56.6 43.4

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,376 1,330 103.5 1,298 1,248 104.0 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,391 1,305 106.6 1,330 1,277 104.2 H24年 563 189 752

1,614 1,593 101.3 1,677 1,618 103.6 H25年 583 246 829

1,308 1,291 101.3 1,276 1,211 105.4 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP

在庫状況 単位：千トン、％

１．27年11月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

18.5 19.1 96.9 110.6 98.5 112.2 129.1 117.6 109.7

２．見通し (1) 18.8 18.6 101.5 112.7 104.5 107.8 131.5 123.1 106.9

19.6 17.9 109.6 121.6 104.8 116.0 141.1 122.7 115.0

21.3 17.1 124.6 120.1 107.4 111.9 141.4 124.5 113.6

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．1月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年10月 648 614 105.5 345 325 106.2 993 939 105.8

H27年11月 657 629 104.5 336 327 102.8 993 956 103.9

２．2月見通 (1) H27年12月 676 665 101.7 314 326 96.3 990 991 99.9

H28年1月 668 670 99.7 283 328 86.3 951 998 95.3 ※（）は見通し

H28年2月 (630) 651 96.8 (260) 331 78.5 (890) 982 90.6

H28年3月 (610) 646 94.4 (250) 336 74.4 (860) 982 87.6

639 626 102.1 336 294 114.3 975 920 106.0
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３．業務・
　　加工筋

量販店等の畜産部門は、暖冬によって鍋物商材が苦戦するとともに、年末商戦では帰省客需
要も少なく、全体的に盛り上がりに欠けた。１月に入り、急な冷え込みで鍋物需要も一部で発
生しているようだが限定的で、鶏肉販売は落ち着いたものとなっている。

タイ産等むね肉の輸入増による価格低下や、年度末を迎えて在庫を処分したい荷受も多く、
国産むね肉の価格については下げ傾向が続いている。次年度に向けた価格交渉では、国産
むね肉原料を指定した商品の製造数量がカギになるものと思われる。
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1月後半から気温の低い日が続き、もも肉や手羽元等の鍋物商材は堅調な需要となっている
が、潤沢な供給（順調な生産、輸入増）等により相場は盛り上がってこない。
もも肉は、気温の低下による季節需要等により販売堅調だが、生産も順調であることから弱保
合いの展開となり、2月は月平均で630円/kg前後での推移になると思われる。
むね肉は、輸入品の増加により加工仕向けからの需要が低下しており、引続き下げ傾向と
なって2月平均では260円/ｋｇになるものと思われる。

輸入品は、高水準な在庫が続いているものの、国内の鶏肉相場が堅調であることや、現地相
場安等を背景に相当量の輸入が継続されている。
出回り量は増えているものの、それを超える輸入が続いていることから、輸入品在庫の増加傾
向はまだ続くものと思われる。

国産在庫は、年末に向けて冷凍もも肉等の在庫が積み増しされていたが、生産が順調であっ
たことから年末まで生鮮でのスポット出荷があったこと、暖冬から鍋物需要が盛り上がらなかっ
たこと等から、国産在庫は前年を上回って推移するものと思われる。

平成27年11月の推定期末国内在庫数量は、国産が21.3千トンと在庫は増加し、前年比でも
増加となった。輸入品在庫も120.1千トンと、年末を控えて国産・輸入量とも増加傾向となって
おり、好調な生産と販売の緩みにより在庫が増加したものと考えられる。

輸入鶏肉の平成27年12月通関実績は、41.6千トン（前年比99.6％）と前年を下回った。最大
の輸入先であるブラジルからの輸入数量が、前年を大きく下回った（31.0千トン、92.5％）こと
が、輸入数量減少の要因となった。
しかし、堅調な国内相場や現地の相場安、タイからの輸入数量増加等により、通年では520千
トンと前年を大きく上回る輸入量となった。今後も月間50千トンを超える輸入量が予測されて
おり、輸入品在庫の値崩れや国産鶏肉相場への影響が懸念される。

鶏肉調製品は、平成27年12月通関実績が37.8千トン（前年比100.7％）と前年を上回り、通年
で400千トン台の高水準となったが、前年の輸入数量は下回った。
一方で、原料肉との合計では過去最高の935千トン強に上る輸入数量となっており、テーブル
ミートや加工仕向けでの国産品の需要低下が懸念される。

平成27年12月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比103.7％、処理羽数で前年比
101.3％、処理重量で前年比103.5%とすべての項目で前年を上回った。
12月は各地で記録的に気温が高く、ほとんどの産地で育成・増体も良かったことから、結果処
理重量も伸びた。このため、年末でも生鮮品での対応が可能となり、特需期に向けて在庫とし
た冷凍もも肉を年始まで持ち越した荷受もあったようだ。

平成28年1月～3月の計画でも、1月の入雛羽数が前年を下回る以外、各月とも処理羽数、処
理重量等前年を上回る計画となっている。2月の計画では閏年で1日処理日が多いこともある
が、一日平均でみても若干の数量増が見込まれている。　しかし、1月後半には西日本中心に
歴史的な寒波が到来し、降雪の影響で処理や出荷にやや影響があった他に、急激な温度低
下が今後の育成率や処理重量の低下をまねくことも考えられる。

総務省家計調査による平成27年12月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,614㌘（前年比
101.3％）、金額では1,677円（前年比103.6％）と前年を上回った。
数量は、暖冬傾向であったことから鍋物需要が盛り上がらなかったものの、輸入鶏肉の特売
増など供給量が十分であったことから前年を上回った。金額は、全国的に鶏肉の小売価格が
上向いており、需要も堅調であったことから前年を上回った。

平成28年1月の相場は、もも肉668円/ｋｇ、むね肉283円/ｋｇと、前月比でもも肉が8円/ｋｇ、む
ね肉は31円/ｋｇ下げ合計では39円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、年明けには上げて始まっ
たものの、順調な生産や暖冬の影響から荷余り感が強まり、下げの展開となった。むね肉は、
輸入品に押される形で需要が減少し、年末からの下げ傾向が強まって大きく下げた。


